
古文書解読講座（初級）

第３回「鯡取粕代金をめぐる争い」

令和３年８月７日（土）

担当：山 本 太 郎

倉敷市総務課歴史資料整備室

令和３年度
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文久２年（１８６２）閏８月 阿賀崎新田村百姓代輪一
郎から倉敷村村役人へ宛てた文書
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鯡取粕代金をめぐる争い１

以書附手続申上候（倉敷市所蔵東大橋家文書29-
81-10）（戌（文久２年）閏８月）

阿賀崎新田村藤助

百姓代輪一郎 倉敷村村役人
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代理



鯡取粕代金をめぐる争い２

文久元年（１８６１）１０月

藤助
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太郎蔵
上乗三次郎

鯡取粕８０本余

倉敷村太郎蔵船

讃岐指示

売捌

太郎蔵
上乗三次郎

金８０両余

倉敷村太郎蔵船

下津井で盗られる

（運賃積）

（玉島湊から）



鯡取粕代金をめぐる争い３

藤助

6

下津井
尋ねたが盗賊の手
がかりなし

太郎蔵船を玉島湊へ乗り帰り，手
掛かりがあるまで太郎蔵船を預か
った。
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鯡取粕代金をめぐる争い４

文久２年春

太郎蔵 北木島網屋清次郎

柏島村文蔵

舟尾村文五

10

金５０両
貸付

金５０両（紀州様貸付金）

金５０両
阿賀崎新田村
喜左衛門外１人

阿賀崎新田村
藤助

掛け合った



鯡取粕代金をめぐる争い５

舟尾村文五 喜左衛門外１人

太郎蔵

11

尋ねた

倉敷から舟尾
へ

金子取次のこ
とを尋ねた



鯡取粕代金をめぐる争い６ 経緯

文久元年１０月２日，倉敷村太郎蔵船が，阿賀
崎新田村井出屋藤助の鯡取粕を運賃積し，上
乗三次郎が付添い玉島湊を出船。（Ａ）

文久元年１０月２０日，下津井湊で鯡取粕代
金が盗られる。（Ａ）

藤助が太郎蔵の船を差し押さえる。（Ａ）

文久元年１１月，藤助代人の百姓代輪一郎が
倉敷村役場へ掛け合い，太郎蔵が答弁書提
出。（Ｂ）
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鯡取粕代金をめぐる争い７ 経緯

文久２年８月，太郎蔵が阿賀崎新田村庄屋へ，藤助を取調
べのうえ船を返すよう願い出る。（Ｂ）

文久２年閏８月，輪一郎が倉敷村役人へ，太郎蔵を取調べ
るよう願い出る。（Ｃ）

文久２年１１月，太郎蔵が倉敷代官役所へ，藤助を取調べ
のうえ船と道具を返すよう願い出る。（Ａ）

文久２年１２月，太郎蔵が倉敷代官役所へ，網屋清次郎へ
貸した金について答弁。（Ａ）

文久３年７月，藤助は太郎蔵へ船と道具を返すが，盗賊の
手掛かりがあるまで弥助が藤助方で奉公する給金と太郎
蔵が藤助荷を運賃積する代銀で紛失金を償うことにする。
（Ｄ） 13



鯡取粕代金をめぐる争い８ 経緯

 （Ａ）大橋紀寛家文書Ⅱー１－Ａ－２２「文久二年
壬戌正月吉日 御用書類留」

 （Ｂ）東大橋家文書２９－８１－９「以書付御願申
上候」

 （Ｃ）東大橋家文書２９－８１－１０「以書附手続
申上候」

 （Ｄ）東大橋家文書２９－８２－９ 〔藤助紛失金補
償規定書〕
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